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次 第 

  議長選出 

  議事録署名人選出 

  報 告 

第38回 経営業務実態調査 （速報） 

平成24年度事業報告 

  議 案 

第一号議案 平成24年度収支決算報告書について 

第二号議案 定款の一部改訂と追記について 

第三号議案 役員の選任に関する件について 

         



定足数、議事録署名人、議長について 

 定足数 

定款第18条 定足数は正会員社の過半数の出席 

         （正会員社１３５社中 ６８社） 
 

 議長 

定款第16条（議長） 会長 田下憲雄 
   

 議事録署名人 

株式会社ディア 渡邊 聡 氏 

株式会社ＲＪＣリサーチ 槙 武彦 氏 

 



報  告 

 

 第38回経営業務実態調査 （速報） 

 

 平成2４年度事業報告 



2012年度 第３８回経営業務実態調査 
 

＜速報＞  
 

現在 １３５社中・・・１０９社回収（回収率 : ８１ ％） 
 

昨年は、最終的に１２２社からご回答いただいています。 
 

事務局からお願いしていますが、 
「日本のMR業界の市場規模」をの予測精度を 
あげるため、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 
 



2012年度のJMRA正会員回答社１０９社の 
調査事業売上と前年比（速報値） 

２０１１年度 １，２７８億円  

２０１２年度 １，３４３億円（前年比：１０５．１％←速報値） 

前年に比べ売上増 ：  ７１社 65%  （５３社 43%） 

前年に比べ増減±０：   ５社  5%  （ ５社    4%） 

前年に比べ売上減 ：  ３３社 35%  （６４社  52%） 

                               ＊（  ）内は前年 

2012年度 第３８回経営業務実態調査の概略 

 リーマンショック以後、東日本大震災、円高などの影響で、低迷が続い
た調査業界の市場規模は、2012年度、回復基調に転じ、4年ぶりに
2008年の市場規模を上回ったと推定される。2011年度に比べ、増収
の会社は65%で大幅に増加、一方減収は35%に留まった。 



2013年度も安定成長が期待できるか！ 

対前年実績評価 
2012年度/2011年度比 

今年度の見通し 
2013年度/2012年度比 

 
１．非常に上昇 ・・・ ６% 
２．やや上昇 ・・・・・３２%   
３．ほぼ横這い・・・・３６%   
４．やや下降・・・・・・１９%   
５．非常に下降 ・・・ ７% 
   ＮＡ   ・・・・・・ ４%    

 
１．非常に上昇・・・  １%   
２．やや上昇 ・・・・・３４%   
３．ほぼ横這い ・・・４６%   
４．やや下降 ・・・・・１４%   
５．非常に下降 ・・・ ５% 
     ＮＡ  ・・・・・ ５%  

2013年度について、会員社の35％が「上昇」と回答
しており、2012年度の対前年実績評価と遜色のない見
通しとなった。前年度に続いて、安定した成長が期待で
きる結果となった。 

2012年度経営実態調査の概略 

回収数  109社（2012/5/28） 



 平成24年度（2012年度）事業報告 

  

基本方針 

－ 平成24年度（2012年度）の方針 － 

重点課題 

すべての活動をリサーチャーの 
プレゼンス向上のために 

1. リサーチャーのプレゼンス向上のための積極的な情報発信 

2. 環境変化に対応できるリサーチャー育成のための委員会活動の推進 

3. ソーシャルメディア時代の新しいリサーチ規範の模索 

4. 「JMRAファン」作りをめざした事務局活動の推進 

 



平成25年度（2013年度）事業方針  

基本方針 重点課題 

新会長が 

総会後の 

「事業計画プレゼンテーション」で、 

ご説明いたします 



第一号議案 

   平成24（2012）年度収支決算 



収入の部 (単位：万円）

予算額 決算額 増　減

　会費収入 8,000 7,334 666

　実施事業収入 1,874 1,812 62

　その他事業収入 4,530 4,476 54

　雑収入 10 14 ▲ 4

　当期収入合計 14,414 13,636 778

平成24（2012）年度収支計算書（１） 



予算額 決算額 増　減

　実施事業支出 6,062 5,571 491

　その他事業支出 4,609 4,319 290

　管理費支出 3,663 3,520 143

　積立金 30 30 0

　当期支出合計 14,364 13,440 924

　当期収支差額 50 196 ▲ 146

前期繰越収支差額 1,120 1,120 0

次期繰越収支差額 1,170 1,316 ▲ 146

平成24（2012）年度収支計算書（２） 



第二号議案 

   定款の一部改訂 



第二号議案 定款の一部改訂  

１．役員の設置について 
  ＜現在＞ 

第５章 役員、顧問及び参与 
（役員の設置） 
第２１条 本会は、次の役員を置く。 
２ 理事のうち１人を会長とし、１人を副会長、 
  １人を専務理事とする。 

  
＜変更案＞ 
２ 理事のうち１人を会長とし、１人以上５人以内を副会長、 
  １人を専務理事とする。 
 
変更理由 
これにより、一層の協会各委員会活動のサポート、並びに、 
業界内外への発信力の強化を図ります。 



第二号議案 定款の一部改訂 

２．役員の損害賠償に関する追記 
  
   (役員の責任免除)  
第２９条 本会は、理事会の決議によって、理事及び監事の一般社団・財団法人法第111条 
第1項の損害賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合には、賠償責任額から 
法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度として、免除することができる。  
２ 本会は、外部役員との間で、一般社団・財団法人法第111条第1項の損害賠償責任について、 
法令に定める要件に該当する場合には、賠償責任を限定する契約を締結することができる。 
ただし、当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額とする。 
  
追記理由 
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律 第八款 役員等の損害賠償責任 第百十四条 
（理事等による免除に関する定款の定め）に従い、役員の損害賠償責任について、役員が職務を 
行うにつき善良でかつ重大な過失が無い場合、理事会の同意によって賠償責任を上記の責任 
限度額までとするものです。但し、これを行った場合も、同じく第百十四条の定めの通り、速やか 
にその旨を社員（正会員）に開示し、総社員の十分の一以上が異議を申し立てたときは、 
あらためて、社員総会に諮ることとなります。 



第三号議案 

   役員の選任 



第三号議案 役員の選任 

理事、監事立候補者（50音順） 

 理事 
池谷 雄二郎 （株）トークアイ 
内田 俊一   イプソス（株） 
打田 光代 （株）ユーティル 
大竹 延幸  （株）マーケッティング・サービス 
小西 克己 （株）マクロミル  
鈴木  督久 （株）日経リサーチ  
鈴木 芳雄  （株）ビデオリサーチ 
中澤 勝 （株）東京サーベイ・リサーチ   
福田 徹   （株）電通マーケティングインサイト 
藤沢 昌樹 （株）サーベイリサーチセンター 
福徳 俊弘   ニールセン・カンパニー合同会社 
牧田 孝   （株）社会情報サービス  
森  学    楽天リサーチ（株） 
横田 進 （株）インテージ   
＜会長推薦理事＞ 
槐  早苗  JMRA賛助個人会員［ 元 雪印乳業（株） ］  
島崎 哲彦   東洋大学 
新保 史生  慶応義塾大学 
   

 監事 

 五十嵐 幹  （株）クロス・マーケティング   
 武井  雅 （株）日本リサーチセンター 
 



事務局からのお知らせ 

引き続き、休憩の後、本会場で 

   
 
を開催し、各委員会の活動について報告いたします。

ぜひ、ご参加くださいますようお願いいたします。 

（受付は午後2時45分からとなります。） 

午後５時00分からは、会場「クリスタル」で、 

    

      

を開催します。どうぞ最後まで、お付き合いください。 

JMRA事業計画プレゼンテーション 

情報交流会 


